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	図１に示す九頭竜川を対象とした。九頭竜川では冷水性魚類であるサクラマスが生息している。市荒川発電所からは上流の下荒井ダムから取水された水温の低い発電放流水が合流しており、夏季の本川水温を低下させる効果が期待される。しかし鳴鹿大堰までの流下区間では、日射を受けて再び水温は上昇していく。鳴鹿大堰の湛水区間を経て、その下流の福松大橋地点では右岸側に淵が形成されるとともに、河岸からの湧水流入が確認されており上下流と比べ低い水温環境が形成されている。
	九頭竜川の水温環境について小型メモリー式水温計（StowAway Tidbit Optic StowAway,30分間隔、温度精度±0.2℃）を用いて長期連続観測を行った（図２）。7-8月にかけて水温が上昇したが、地点1（合流後）では他地点よりも水温は低く、また、出水時には全地点で一時的に水温が低下していた。さらに、河川の熱収支を考慮した流下方向の１次元、また、淵部分を抽出した鉛直２次元の水温予測モデルを用いて観測データの再現を行うとともに、温暖化などの条件変化に伴う水温影響予測を行った。加えて、...
	図１　調査地点（九頭竜川）
	図２　水温データロガーの観測値
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